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想定される消毒メカニズム



３．技術開発と普及

フスマ還元 無処理



燻蒸剤による土壌消毒



（２００８年 熊本県）
クロルピクリンで服毒自殺を図った患者の
吐瀉物から発生したガスにより施設内に
いた５４人が重軽傷。

（2001年 鹿児島県）
燻蒸剤（クロルピクリン）の不適切な使用
（無被覆） により、近隣の小学校で９２人
の児童に被害。



くん蒸の専門業者（カリフォルニア）





危険を告げる立て札（所定の書式）



巨大な機械（フロリダ）





■現時点で最も効果の安定した薬剤
（適用範囲、処理方法、コスト）

■漏洩による周辺環境へのリスク
（不適切な使用による事故）

■病原菌による再汚染の可能性
（Microbial vacuumの形成）

「土壌燻蒸のメリット＆デメリット」

土壌還元消毒等の
代替技術への期待
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土壌還元消毒の発病抑止性への影響

土壌消毒を行ってから
トマト萎凋病菌で再汚染
して発病の推移を観察。

病原菌密度 105 cells/g soil



Butler et al. 2015 (https://mbao.org/static/docs/confs/2015‐sandiego/papers/butler.pdf)



Mazzola et al. 2015 (https://mbao.org/static/docs/confs/2012‐orlando/papers/57Mazzola.pdf)


